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 今年度の中検スピーチコンテストは，日本全国の約160人の応募者から選ばれた36人の皆さんに，暗唱部門，スピーチ部門，そして通訳部門の3

部門で，中国語の実力を発揮していただきました。参加者の顔ぶれは小学生，中学生，高校生，大学生，社会人と多様で，日本で中国語を学ん

でいる人々の層の広さを反映していました。特に今回は，小中高校生の活躍が印象に残り，今後の進歩が期待できることに，心強い思いがしまし

た。

 今日は中国語のコンテストですから，どの分野であれ何よりも先ず発音，イントネーション，そして流暢さが審査の対象になります。特に発音におい

ては，たとえば，“绿茶”“交通工具”“过去”などに出てくる“Ü”の発音が不安定な人が散見しました。また，中国語は声調という高さアクセントが大

切であることは言うまでもありませんが，重読・軽読という強さアクセントも重要です。暗唱課題文３を例にすると“他在黑板上画了一个很大的五角

星”や“我们都喜欢上他的课”などの“上”は本来の第4声で重読するのではなく，軽声で読みます。また，“一个”の第2声＋軽声という組み合わせ

が不正確な発音も耳に残りました。正しい発音と自然なイントネーションを身につけるように「口」（発音）と「耳」（聞き取り）の練習を積んでください。

 暗唱部門とスピーチ部門は原稿の記憶力を競うものではなくて，聴衆に訴えるパフォーマンスです。伝える価値のある「内容」について，聴衆に伝え

る「表現力」が求められます。適度な身振り手振りや表情などはたいへん効果的ですが，大げさ過ぎるジェスチャは逆効果かもしれません。また，ス

ピーチは話し言葉の文体では評価されません。口で伝える書き言葉であることに注意して，原稿を仕上げてください。更に，中国語による質疑応答で

は，“答非所問”にならないように，質問の意図を正しく聞き取って，その焦点をはずさないように対応する語学力が問われました。

 中→日と日→中の双方向の通訳技量を競う部門は昨年から導入されたものですが，今回も昨年に増して素晴らしい出来栄えでした。この部門

では，社会経験の多い人ほど語彙量が豊富で表現力が多様であり，それが評価の高さにつながりました。常に広い視野を持ち，たくさんの本や新聞

を読み，好奇心を旺盛に持つことが，さまざまな分野に対応できる「引き出し」の多さにつながります。外国語の力をレベルアップさせるための鍵として，

母語の運用能力を高める必要もあることを忘れないでください。

 今なお新型コロナ蔓延に伴う緊急事態下にあるため，今回のスピーチコンテストは初のオンラインで行うという形をとりました。次回のコンテストは，こ

れまでのように会場でのライブ形式で行えることを皆さんと共に祈りたいと思います。

 では，また来年お会いしましょう。大家辛苦了！ 

動画

当日の録画です。

一部録画できなかった部分がございますが，ご容赦ください。

試験概要　｜　受験申込　｜　受験会場　｜　出題内容　｜　合否結果　｜　二次試験概要　｜　試験問題・解答　｜　試験関連データ

中国語の環　｜　過去問題・解説　｜　実力養成通信添削講座　｜　中国語遊歩道　｜　学校・企業の皆様へ　｜　講演会への取り組み

協会概要　｜　中検フォーラム　｜　個人情報保護方針　｜　特定商取引法に基づく表示
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